
第１５期 第９回地域部会・運営部会 

日時：２０２４年１２月１１日１０：３０～１２：００ 

場所：白石区役所 ４階会議室 

○出席 

常盤野会長・田端係長・ピアデザイン稲垣氏・ピアデザイン実習生・ここりか服部氏・相談室あゆみ赤間氏・菊地

氏・ワンオール林氏・ビビット南郷田中氏・夢民戸田氏・越後氏・相談室きよサポ岡崎氏・黒田氏・事務局西町 

 

○欠席 

なし 

 

1. 報告・連絡事項 

＊部会長より 

〇１１月２８日（木） 自立支援協議会 運営部会 

・ヘルパー問題に関する課題の積み上げ、精査を行う。事業者による不正のニュースを踏まえ、今後どのような

研修内容とすべきか、困惑の声も挙がる。支援の質の問題について共有。 

・放課後等デイサービス、児童発達支援の選定方法が４月から変更となる件について。これに協議会の子ども部

会は現状関連がないため、導入後の検証が必要。 

・ヘルパー問題は人員不足から発生し、どうしたら人手が離れないようにできるかを考えることが大切。東区や

北区は障がい当事者が委員となっており、社協の講師派遣を使い、中学校などで話をする活動がある。そうい

った社協の取り組みを周知することも必要。 

 

〇１２月４日（水） 自立支援協議会 全体会 

上記部会同様に、白石区からは、支援の質をどうとらえていくのか、検討するフェーズに入ってきたことを発言。 

 

〇就労部会より 

・１２月３日（火） 集まる場の開催について運営委員で打ち合わせ 

・８月の集まる場の振り返りから、架空事例の検討に対して参加者の反応が良かったため、ニーズは確認できた。 

・次回開催予定日 ２月１９日 

・内容 模擬事例の検討会を実施予定。事例は、参加者から集めた声をもとに、架空事例を作成する。 

・１２月中告知、１月中旬に開催案内 

・開催場所 白石障がい者就労センタースカイ 

・開催時間 １７：３０－１９：３０ 

 

〇基礎研修チームより 

・１１月２２日（金） 研修開催 

・参加人数 １３名（前回より１０名近く減） 

・講師 道野氏 阿保氏 



・アンケートは現在回収中 

・次回の研修開催 ２月予定（次回は茶話会的な研修を考案中） 

・アンケート回収率が低下傾向に。 

 

２．協議事項 

○家庭児童相談室についての研修会を予定 

・１１月５日 常盤野会長・楡の会（金子氏・竹田氏）打合せ ２月中旬に研修会を企画中 

・家庭児童相談室（家児相）について取り扱いたい。どういうケースを取り扱ってもらえるか、どんな相談を受け

てくれるのか、利用イメージが湧かない。講師を招き、講演いただく機会を設けたい。どのような役割をもって設

置されたのか、根本的なお話を聞きたい。 

・ターゲット／児童分野に勤める管理者・児童発達支援管理責任者クラス 

・開催日／２月中旬の午前中 

・開催場所／市の講堂または区民センター ３０名程度想定（５０名収容可の部屋） 

・研修形式／講義 質疑応答（３０～４０分）・グループワーク（事業所での悩み事） 

・ファシリテーター／子ども部会に関心のある方をお誘いする（金子氏・竹田氏） 委託相談 あゆみさん 指定

特定 検討中 

・子ども部会の立ち上げ／現在、ハードルの高さなどの理由から休止状態。各区の発起人会から始める。現状

市内１０区の中で３か所ほど子ども部会がない。 

 

〇指定特定相談の協議会参画について 

・１月８日 運営会議に指定特定相談室の方に参加いただき、白石区でどのような活動が可能かを聞く機会を設

ける 

＜具体的には＞ 

・令和６年度の報酬改定を受け、機能強化型ⅢのⅠ・主任相談支援専門員配置加算Ⅰの算定を目指している。

両方の見通しがつけば、相談員を増員したい。アウトリーチが大切なので、そうしていきたい。 

・令和６年４月段階で、委託相談しか主任加算１を取れないと通知がきており、矛盾点を意見すると、その後再通

知が来ている。セルフプランを減らしていきたいが、そのような取り組みがない。 

・相談支援事業所は現状増えておらず、運営が立ち行かないと即閉鎖となっている。 

・相談室の人材育成がうまくいかない。 

・最終的には、白石区の中に相談支援部会ができたらよい。そのための人材育成を図りたい。 

 

 

３．その他 

〇告知・ＰＲ 

〇次回予定 ２０２５年１月８日（水）１０：３０～１２：００   

場所 白石区役所 ４階会議室  

 次回司会  服部氏  

 


